
－　　　　　〇　　　　　　　　〇　　　　　　　　〇　　　　　　　　〇　‾　　　　　　〇　‘　　　　　○　　　　　　　　○　　　　　‾　〇　‾－－－“　〇　‾－　一　〇　‾　　　　　8　－

知っていますか「もったいない運動」

ノーベル平和賞を受賞したケニア共和国副環境相のワンガ

I◆

1

日　ソ・マータイさんが、平成l韓2月に来日した際、日本の「も

ったいない」という言薬療触って感銘を受け、同年3月4日国

連本部で開催され捷会議の講演の単で、田本謡の「もったい

1ない」を環境保護の合言葉として紹介しました。

「『もったいない』は、発生駆燐離煉educe）、再使用（Reuse）、

！再生利用（R。。y。．。）、修理樋air）の『4R』を表して。る」と説

昌明した上で「もったいない」を参加者と共に唱和しました。以

＼来、世界に向けて「もっかない運動を提唱しています。
・。。瞳‥。顕。。。＿。een。細。”。田。国。四。皿。曲目．e／
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ご
み
減
量
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

分
別
収
集
の
徹
底

資
源
化
物
の
円
滑
な
回
収
・
再
利
用
シ
ス

テ
ム
の
確
立

○
分
別
を
徹
底
し
、
資
源
と
し
て
再
利
用
で

き
る
も
の
は
ご
み
と
し
て
捨
て
ず
、
ご
み

の
減
量
に
努
め
ま
す

〇
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
支
援
し
て
、
資

源
ご
み
収
集
を
進
め
ま
す

○
再
生
品
の
購
買
・
使
用
に
努
め
る
と
と
も

に
、
不
用
品
は
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
に
出

す
よ
う
に
努
め
ま
す

○
レ
ジ
袋
を
使
わ
な
く
て
良
い
よ
う
に
、
マ

イ
バ
ッ
グ
利
用
を
進
め
ま
す

O
「
も
っ
た
い
な
い
運
動
」
を
進
め
ま
す

●
廃
棄
物
の
発
生
の
抑
刺
及
び
資
源
化
の
促

進
に
関
す
る
こ
と

自
主
的
な
収
集
体
制
の
推
進

生
ご
み
処
理
容
器
の
普
及
促
進

廃
棄
物
の
再
資
源
化
の
促
進

○
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
、
有
効
利
用
を
図
り

ま
す

○
再
資
源
化
し
に
く
い
も
の
は
、
使
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
す

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
総
量
の
削
減
に
関
す

る
こ
と

省
資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
意
識
啓
発

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
使
用
量
の
削
減

グ
リ
ー
ン
購
入
の
促
進

○
冷
暖
房
の
温
度
設
定
に
気
を
配
り
、
カ
ー

テ
ン
や
通
風
を
工
夫
し
て
、
電
気
の
使
用

量
を
減
ら
し
ま
す

○
省
エ
ネ
タ
イ
プ
の
家
竃
製
品
を
選
び
ま
す

〇
人
の
い
な
い
部
屋
・
廊
下
・
ト
イ
レ
・
玄

関
の
こ
ま
め
な
消
灯
を
行
い
ま
す

○
家
庭
で
も
エ
コ
マ
ー
ク
・
グ
リ
ー
ン
マ
ー

ク
商
品
の
購
入
に
努
め
ま
す

◆
環
境
教
育
、
環
境
学
習
の
推
進

○
環
境
の
問
題
に
対
し
て
意
識
を
高
め
、
学

習
を
す
る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
で
で
き

る
こ
と
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

●
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
に
関
す
る

こ
と
太
陽
光
発
電
等
の
普
及
促
進

「
ア
ク
ア
バ
レ
ー
つ
る
」
構
想
の
推
進

バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効
活
用

○
家
庭
で
も
太
陽
光
発
竃
等
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す

◆
地
球
環
境

●
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生
抑
制

○
地
球
の
こ
と
を
考
え
て
省
資
源
、
省
エ
ネ

の
生
活
に
努
め
ま
す

○
環
境
家
計
簿
に
挑
戦
し
ま
す

頭

竃

◆
協
働
の
推
進

●
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

○
自
治
会
や
体
育
協
会
・
文
化
協
会
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ー
ク
ル
や
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

と
と
も
に
、
環
境
活
動
を
地
域
で
進
め
ま
す

○
地
域
で
の
自
然
保
護
・
省
エ
ネ
・
省
資

源
・
ご
み
減
量
・
ま
ち
の
美
化
な
ど
の
環

境
保
全
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
す

※
†
∴
二
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
・
・

市
民
の
皆
さ
ん
が
通
路
・
公
園
槙
と
の

里
親
に
な
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
美
化

活
動
や
笹
理
を
行
う
約
度
。

※
孝
∵
隼
繊
姿
態
檻
・
・
・

地
球
上
の
生
物
は
、
約
4
0
億
年
に
及
ぶ

進
化
の
邁
種
で
多
様
に
分
化
し
、
生
息
場

所
に
慮
じ
た
相
互
の
顕
然
を
築
き
な
が

ら
、
地
球
の
生
命
体
を
形
づ
く
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
多
様
な
生
動
の
世
界
を

「
生
協
多
様
性
」
と
言
い
ま
す
。
生
駒
多
様

盤
は
、
生
態
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
撥
播
す
る

上
で
重
要
で
登
る
ば
か
り
で
な
く
、
私
た

ち
入
間
の
生
活
に
も
計
り
知
れ
な
い
恵
み

を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

※
3
　
グ
リ
ー
ン
購
入
・
・
・

製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す
る
際
に
、

嬢
擬
を
考
慮
し
て
、
必
要
性
を
よ
く
考
え
、

損
壊
へ
の
負
荷
が
で
き
る
だ
け
少
浅
い
も

の
を
選
ん
で
購
入
す
る
こ
と
。

※
4
　
「
ア
ク
ア
バ
レ
番
謡
轡
」
構
想
・
・

「
第
5
次
蔀
摺
市
長
期
総
合
計
画
」
の
国

務
す
べ
ま
ま
ち
づ
く
り
の
1
つ
と
し
て
河

川
を
翻
翻
し
た
小
水
力
発
竃
の
ま
ぢ
を
位

置
づ
げ
で
い
る
。

※
ち
∵
バ
イ
オ
マ
ス
・
・
i
∴
∴
∴
！

生
駒
を
剰
崩
し
て
有
用
協
賛
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
得
る
こ
と
。
生
物
資
源
。


